
建災防神奈川支部ニュース
No.535 令 和 ２ 年 5 月 号 建設業労働災害防止協会　神奈川支部

横浜市中区太田町 2-22 番地 電話 201-8456 FAX201-7735

URL http://kensaiboukanagawa.com/   E-mail:kensaibou@crux.ocn.ne.jp

　厚生労働省から、「令和２年度における建設業の安全衛生対策の推進について（要請）」
の文書が通達されましたので、お知らせいたします（令和２年３月３０日付け厚生労働
省労働基準局安全衛生部安全課長・労働衛生課長・化学物質課長連名の通達）。
　重点事項が２４項目あることから、２回に分けて掲載いたします。
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　国土交通省から、「工事及び業務における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
対策の徹底について」の事務連絡が発出されましたので、お知らせいたします（令和
２年４月２０日付け国土交通省土地・建設産業局建設業課長事務連絡）。
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☆令和元年　建設業における署別労働災害発生状況☆ （休業 4 日以上）
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元年
84 22 53 74 65 114 58 60 52 66 63 97 808

(1) (1) (1) (1) (1) (3) (2) (10)

前年
85 21 55 61 59 100 55 65 28 65 64 69 727

(2) (2) (1) (2) (1) (1) (1) (10)

神奈川労働局（令和２年４月７日確定）

（注）　１ 労働者死傷病報告による。　２（　）内は、死亡者数で内数である。

☆令和元年 死亡災害の概要☆

番号 発生月
発生時刻

業　　種
事業場規模

起因物
事故の型 発　生　概　要

1 １月
13 時頃

建築工事業
10 名～ 29 名

乗用車、バス、バイク
交通事故

　解体工事現場に面した道路に駐車したトラックに乗り込もうとしたと
ころ、後方から走行してきた乗用車に追突され、頭部及び胸部を強打し
たもの。

2 １月
13 時頃

建築工事業
～９名

はしご等
墜落、転落

　個人住宅のベランダ改修工事において、地面からベランダに立て掛け
たはしご（脚立を広げたもの）でベランダ部材の取り外し作業を行って
いた被災者が墜落したもの。

3 ３月
16 時頃

建築工事業
～９名

屋根、はり、もや、けた、合掌
墜落、転落

　防水工事を行うために屋上から脚立を使用して庇に降りる際、または、
庇で作業中、7.9 メートル下の地面に墜落したもの。

4 ７月
14 時頃

建築工事業
10 名～ 29 名

屋根、はり、もや、けた、合掌
墜落、転落

　工場の屋根に設置されたルーフファン（煙突）を塗装中、スレート屋
根を踏み抜いて約１４メートル下のコンクリ床に墜落したもの。

5 ７月
11 時頃

土木工事業
10 名～ 29 名

地山、岩石
墜落、転落

　林道拡幅工事で、林道脇の山林に登り立木を伐倒してチェーンソーを
地面に置いた直後、斜面を林道まで約１４メートル転落したもの。

6 ８月
17 時頃

土木工事業
100 名～ 299 名

高温・低温環境
高温・低温の物との接触

　土地区画整理事業造成工事において、施工管理補助業務に従事してい
た派遣労働者が、帰宅で利用する最寄り駅構内で倒れているのを発見さ
れたもの。当日は気温が 30 度を超えており、高温環境下で測量及び巡視
作業を行っていた。病院で熱中症の診断を受け、８日後に死亡した。

7 ８月
14 時頃

建築工事業
～９名

はしご等
転倒

　マンション新築工事におけるバルコニーの型枠解体作業場所で、バル
コニー天井の水切目地棒を撤去中、脚立に上がろうと踏み面の１段目に
右足をかけた際に踏み外して脚立ごと倒れたもの。

8 9 月
15 時頃

建築工事業
～９名

建築物、構築物
崩壊、倒壊

　ビルのテナント退去後の原状回復工事で、テナント内のブロック塀（高
さ１．８メートル×長さ２．８メートル、推定６００キログラム）を倒し
て取り除くため、当該塀の下部を手工具を使い、はつり作業中、当該塀
が作業者側に倒れて下敷きになったもの。

9 ５月
０時頃

その他の
建設工事業

10 名～ 29 名

階段、桟橋
墜落、転落

　朝、社屋の２階事務所に通じる外階段の最上部踊り場の５．５メートル
下の地面に倒れていたもの。前日の夜に一人で帰社し、一度施錠して帰
宅しかけたが何かの理由で戻った際、状況は不明だが当該踊り場の手す
り（高さ１．１メートル）を越えて落ちたと推測される。

10 11 月
11 時頃

建築工事業
～９名

はしご等
墜落、転落

　個人住宅の雨樋の現状確認（リフォーム工事の見積もり作成前）のた
め営業職が１階屋根に梯子（脚立を開いたもの）を立てて２階屋根に上
がろうとしたところ、梯子が倒れ、地面に墜落したもの。

神奈川労働局（令和２年４月７日確定）
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☆令和２年 死亡災害の概要☆

番号 発生月
発生時刻

業　　種
事業場規模

起因物
事故の型 発　生　概　要

1
２月

16 時頃

土木工事業
50 名～ 99 名

70 歳台

基礎工事用機械
激突され

　被災者は自社で杭打機の輸送時仕様への組立の補助に従事。運転手が杭打機
のリーダー下部を接地固定させていたジャッキを縮めて接地解除操作をしたと
ころ、長さ約２メートルのリーダー下部が、リーダー本体とのヒンジを支点に
大きく揺れた。その瞬間に被災者が何らかの理由で揺れる範囲に立ち入ってき
て、リーダー下部に激突されたもの。

2 ３月
０時頃

土木工事業
30 名～ 49 名

40 歳台

開口部
墜落、転落

　鉄道トンネルの坑口構造物の上を通る、幅１．５メートルの通路を歩行中、体
勢を崩し、約１３メートル下の線路付近に墜落したもの。

神奈川労働局（令和２年３月末日現在）

☆令和２年　死亡災害発生状況☆
死 亡 災 害 把 握 数 死 亡 災 害 件 数

本　年
（平成 31 年
・令和元年）

前年同期
（平成 30 年）

前々年同期
（平成 29 年）

平成 30 年
( 確定値 )

平成 29 年
( 確定値 )

平成 28 年
( 確定値 )

製 造 業 2 2 6 6
建 設 業 2 3 (1) 2 10 (1) 10 (1) 6 (1)
交 通 運 輸 業 1 1
陸上貨物運送事業 1 (1) 2 (1) 2 5 (1)
港 湾 荷 役 業 1 1 (1) 1
商 業 1 1 (1) 4 (2) 3
清 掃・ と 畜 業 1 3 (1) 5 (1) 4
そ の 他 2 1 4 (1) 5 (1) 6 (2)
合 計 4 4 (2) 8 24 (6) 34 (5) 30 (4)

神奈川労働局（令和２年３月末日現在）

（注）：死亡災害把握数は、欄外表示の日までに把握した死亡災害の件数です。
　　　（　）は、事故の型が「交通事故」であるものを内数で表示しています。

支部行事予定
本部表彰選考委員会
時：５月７日　15：00
所：建設会館 311
　　→書面審議に変更

会計監査
時：５月１５日　15：00
所：専務室

第１回理事会
時：５月２１日　15：00
所：講堂

代議委員会
時：５月２７日　15：00
所：講堂

運営委員会
時：６月１１日　15：00
所：講堂

[ 木建 ] 会計監査
時：６月１６日　15：00
所：専務室

[ 木建 ] 正副会長会議
時：６月１８日　15：00
所：建設会館 311

[ 木建 ] 総会
時：６月２５日　15：00
所：講堂

正副運営委員長・部会長会議
時：７月９日　16：00
所：１階会議室

①正副支部長・分会長会議 
②労働局との情報交換会 
③労働局との意見交換会
時：７月１６日
　① 15：20　② 16：00　③ 17：15
所：ロイヤルホールヨコハマ

（令和２年５月～令和２年７月）

☆令和２年　建設業における署別労働災害発生状況☆ （休業 4 日以上）
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２年
10 4 10 16 8 18 7 11 9 8 8 13 122
(1) (1) (2)

前年
15 4 14 11 9 14 9 8 4 11 10 14 123

(1) (1) (1) (3)

神奈川労働局（令和２年３月末日現在）

（注）　１ 労働者死傷病報告による。　２（　）内は、死亡者数で内数である。
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